
 

西の里中学校の教育目標 賢く・優しく・たくましく 

西の里スタンダード「 ３つの「あ」 挨拶 ・ 安全 ・ 後始末 」 
 

                 

 

１０月16 日（木）の６時間目に生徒会役員選挙の立会演説
会が体育館で行われました。立候補した理由と任期中の公
約が述べられ、一般生徒もしっかりと聞いていました。立会
演説会が終わると直ちに投票が行われました。記載台は北
広島市選挙管理員会からお借りしたものを使い、投票を行
いました。翌週には、全員の当選が 
発表され、後期の委員も学級で選出し、 
24 日（金）6 時間目には認証式が行わ 
れ、その日の放課後には新体制で後期 
の委員会がスタートしました。 

                 

 

10 月３日（金）に第５０回学校祭を開催しました。生徒会テーマ 

「 超 越 ～心をつなぐ一つの輪～ 」のもと、今までの自分たちを 

越えるために一生懸命に取り組み、心を一つにした素晴らしい学校祭となりました。特に合唱は、各学年・各学級が取り組みの

成果を発揮し、素晴らしいハーモニーを響かせ、子どもたちにとっても思い出深いものとなったようでした。また、今年も昼の

時間帯に PTA で喫茶休憩コーナーを開設。30 名程の利用があり、保護者同士のコミュニケーションの場となりました。 

今回の学校祭を無事に終えることができたのは、子どもたちの頑張りと保護者の皆様、関係者の皆様の多大なるご支援によ

るものと感謝しております。ありがとうございました。 

 

 
 
 
                                          

 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                 
 

９月29 日(月)に A 組、30 日(火)に B 組が北広島市
消防署の方に講師としてお越しいただき、救急救命講習を
受けました。 

はじめに救急救命についての説明 
を聞き、その後はグループに分かれて 
ダミー人形を使い、実際に心臓マッサ 
ージやＡＥＤの取り扱いについて実習 
を行いました。実践的な学びから、そ 
の対処の仕方と手順を理解するととも 
に、命の大切さについて考える貴重な 
時間となりました。 

～「笑顔あふれる西の里中に」～ 
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 10 月15 日（水）の5 時間目に、厚別警察署と連携し、不審
者が侵入したときの対応と避難訓練を行いました。 

不審者役を厚別警察署の方にお願いし、実際に教職員が
玄関先で対応をしました。その間に教室ではバリケードをつ
くりました。その後、玄関での対応中に、不審者が火炎瓶を
投げて逃走し、火災が発生したと仮定し 
て全校生徒で避難をしました。厚別警察 
署の方からのお話も聞き、多くの学びが 
あった訓練となりました。 

11 月２２日は、土曜公開授業日（1 日防災学校） 
中学校の授業を保護者・地域の皆様に参観していただく日として設定し 

ています。今年度も３年生の授業は「西の里中学校区CS」の特色ある取り

組みとして「1 日防災学校」を行います。消防団や北広島市危機管理課の方

のお話を聞いたり、避難所を運営することを想定したゲームや実際に避難

所で使われる段ボールベッドをつくったりしながら地域貢献や防災・減災に

ついて学ぶ予定です。 

全学年公開は１～３時間目の授業（8:35～、9:35～、10:35～）です。 

お時間がございましたら、ぜひご来校ください。 

「思いやり」を力に、確かな「成長」へ 
校長 小林  淳 

校舎の周りの木々も日ごとに色づき、深まりゆく秋の美しさに目を奪われる季節となりました。同時に朝晩の冷え込みが増し、

冬の足音も間近に感じます。季節の変わり目であるこの時期、生徒たちは、熱中してきた学校祭での成長の余韻を大切にしなが

ら、自らの進路へ向けて、日々の学習に集中して励んでいます。じっくりと自分と向き合えるこの大切な時期を、教職員一同、し

っかりと見守ってまいります。 
 

さて、去る 10 月3 日に行われた学校祭では、特に「思いやり」や「温かさ」を感じる場面が随所に見られました。生徒会役員に

よるセレモニーでは、役員たちが全校生徒を楽しませようと工夫を凝らした動画が披露され、各学年の総合的な学習の時間のプ

レゼンテーション発表でも、演劇やクイズを取り入れ、聴衆を飽きさせないアイディアに富んだ発表が展開されていました。吹奏

楽部演奏では指揮者体験を組み込むことで観客を巻き込み、美術部の展示では、写真撮影のしやすいスポットが制作されてい

ました。生活体験文・英語暗唱でも聞き手を意識した抑揚のある発表を心掛けていたことがよく伝わってきました。 

このように、これらの発表が独りよがりにならず、相手を意識して行われていたからこそ、見ている観客も自然と笑顔になり、

大きな拍手を送ってくださったのだと感じました。相手がどう思うかを意識した行動、すなわち「思いやり」が随所に見られたと言

えます。また同時に、ステージ上での発表者への温かい声掛けや反応、そして大きな拍手には心から感動しました。３年生を中心

とした温かい態度の支援があったからこそ、勇気をもってステージに立てた生徒は多かったことでしょう。 
 

そして何といっても「合唱」は、各学級の「思い」が伝わるすばらしい発表でした。美しいハーモニーを聴かせてくれた合唱その

ものはもちろんですが、歌っている一人ひとりを見てみると、指揮者を信じ、表情豊かに大きな口を開いて気持ちよさそうに歌う

姿に感動させられました。その真剣な表情と美しい歌声を目と耳で感じると、この日までにどれだけ努力し、多くの壁を乗り越え

てきたのだろうと想像を膨らませてしまいます。困難を乗り越えた経験こそが、学校祭最大の「実り」であったと確信しています。 
 

この経験は、日々の学習や今後の人生における「挑戦」の土台となります。目標を見据え、「思いやり」によって培われた仲間と

協力し、粘り強く努力を続ける力は、各種テストや進路実現といった次のステップで必ず活かされます。 

合唱で得た自信と団結力を胸に、生徒たちがこの秋、「思いやり」を力として、更なる成長を遂げることを期待しています。 

                 
 
 今年度の小中一貫教育の取り組みとして９月８日(月)の
午前中に中学校のポプラ学級と、小学校のひまわり学級の
合同学習会を、29 日（月）の5 時間目には小学5 年生と
中学3 年生の合唱交流会を、それ 
ぞれ中学校の体育館で行いました。 

合同学習では、中学生がリーダー 
を務めながら、チームに分かれて「ボッチャ」などの競技を
一緒に楽しみました。 

合唱交流では、それぞ 
れの合唱発表を行い、最 
後に全員で「大切なもの」 
を元気よく歌いました。 

11月～２月の部活動は 

17：15 活動終了 

17：30 下校完了です 

日 曜 11月の行事予定 朝読 時程 給食 部 相談員SC 司書

1 土 青春メッセージ・市P連研究大会(夢プラザ) △
2 日 △
3 月 文化の日、北広島市文化・スポーツ賞表彰式（花ホール） △
4 火 臨時委員会 勉 ○ ○ 相談員

5 水 中学校区交流研修会、短縮4時間授業 × ４ｈ ○ ×
6 木 学力テストC（3年）、学力テスト（1，2年）、会議日 1，2勉、３× ５ｈ ○ ×
7 金 市内特別支援学級合同運動会、短縮6時間授業、会議日 × ○ × 相談員

8 土 中学生と議員のまちづくり対話集会（市役所）、石P研究大会(当別) △
9 日 △
10 月 生徒総会リハーサル ○ ○ ○ ○
11 火 生徒総会 勉 ○ ○ SC ○
12 水 職員会議、5時間授業 ○ ５ｈ ○ × 相談員

13 木 学校教育指導訪問（３Bのみ5時間授業） ○ ４ｈ ○ ×
14 金 勉 ○ ○ 相談員

15 土 開校記念日 △
16 日 △
17 月 教育相談①（短縮日課） × ５ｈ ○ ○ ○
18 火 教育相談②（短縮日課） × ５ｈ ○ ○ 相談員 ○
19 水 教育相談③（短縮日課） × ５ｈ ○ ○ 相談員 ○
20 木 教育相談④（短縮日課） × ５ｈ ○ ○ 相談員 ○
21 金 4時間授業、（広）研究中心発表会（西部中）、（中学校　資源回収日） 勉 ４ｈ ○ × ○
22 土 土曜授業公開、1日防災学校（3年）、短縮3時間授業 × ３ｈ × △
23 日 勤労感謝の日 △
24 月 振替休日 △
25 火 教育相談⑤（短縮日課） × ５ｈ ○ ○ 相談員SC

26 水 教育相談⑥（短縮日課） × ５ｈ ○ ○ 相談員

27 木 タ ○ ○ 相談員

28 金 三者（二者）懇談①(短縮日課) × 1・2年４ｈ ○ ○
3年５ｈ

29 土 アンビシャス・フォーラム，CS座談会(中央公民館) △
西の里次世代育成交流会（北広島西高校）

30 日 △


